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№ 8

この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例会 ………〈司会：プログラム委員会〉

　12：28	 １．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘 ……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．国歌斉唱

	 ５．ロータリーソング斉唱

…… 奉仕の理想

	 ６．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ７．食　事

　12：45	 ８．会長挨拶並びに会長報告

	 ９．お祝い

	 　（誕生日祝・結婚記念日祝・入会記念日祝）

	 10．幹事報告

	 11．出席報告

	 12．委員会報告

	 13．ニコニコボックス報告

	 14．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 （９／ 10）……職場例会（職業奉仕委員会）

12：30 ～オイスカ中部日本研修センター

	 （９／ 17）……休　会（法定休日）

	 （９／ 24）……休　会（法定休日）

２．クラブフォーラム ………〈新世代委員会〉

　13：00	 卓話「キャリア・スタート･ウィークについて」

講師　刈谷市教育委員会学校教育課

指導主事　澤
さわ

田
だ

　佳
か

予
よ

子
こ

様

（紹介者　加藤　真治 会員）

	 15．謝　辞

	 16．点　鐘………〈会　長〉

	 17．閉会宣言

　13：30	 18．散　会

ゲ ス ト

加藤　量平 様（知立RC）

出 席

会員総数　93名　　出席免除　21名

出席義務　72名　　欠席　10名　　出席率 86.11％

前々回（８／20）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）ロータリー米山記念奨学会から、大音祖瑛会員

に第２回米山功労者マルチプルの感謝状が届いて

おりますので、お渡しします。

幹 事 報 告

１）次週９月10日は、オイスカ中部日本研修セン

ターでの職場例会となります。バスに乗られる方

は午前10時45分商工会議所出発となりますのでよ

ろしくお願い致します。自家用車で行かれる方は、

12時30分の開会に間に合う様、現地集合でお願い

します。

２）本日、会長挨拶の時に会場から拍手がおきまし

た。自然な形であると思いますので、本年度は次

週からもこのスタイルで行きますのでよろしくお

願いいたします。
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で更なる付加価値を付け、同じ時期に漁獲された大間産

よりも高く評価され、高値をつける回数が多くなってき

ました。

　ここで戸井漁協の延縄漁船の一例を紹介します。

　50m間隔でブイを浮かべその間に３本のハリスを垂

らし針に活きスルメイカを付けます。50mで３杯、180

杯つけると延縄の幹縄の長さは3,000mになります。こ

れを30分位で投入し待つこと１時間引き揚げるのに１時

間掛けてあげます。漁獲の手際のよさ、〆の処理、神経

抜き血抜き、内臓の処理、早い冷やし込み等の一連の処

理が船上ですばやく行えるので鮮度抜群です。因みに遠

洋漁業の延縄は長さが100kmにもなりますので、鮮度

が少し落ちます。１本釣りは通常船の上からは〆の処理

だけ行い港の漁協まで首に通したロープで曳航しますの

で、波間での魚体のバウンドや体温の上昇、釣り上げて

からの未処理時間の長さが鮮度を始め諸々の悪影響を生

じさせます。最近は１本釣りの大間でも延縄漁法が僅か

ながら増えてきました。近い将来延縄漁に変わり悲喜こ

もごもな大間一本釣りのテレビ番組は、撮りたくても無

くなってしまう予感がします。

お 祝 い

９月の会員の誕生日…鈴木孝平、黒田義之、市川裕士、

平野和一、羽田育哉、石原鈞、三ツ松芳隆、中村美智雄、

神谷龍司、前田孝司、鈴木辰男、鈴木豊、出口達也会員。

配偶者の誕生日…石原章代（鈞）、黒田悠子（義之）、杉

山節子（拓央）、佐藤三代子（義雄）、鈴木さえ子（辰

男）、廣根典子（実）、深谷慶子（稔彦）、長江紀久子（正

博）、前田啓子（理）、今村典子（順）、横山知子（宜幸）、

兵藤千春（文男）、天野武彦（櫻子）、小林美千代（裕

幸）様。

結婚記念日…加藤繁則、伊藤節夫、黒田義之会員。

９月度入会記念日…鈴木孝平、鬼頭勝彦、杉浦芳一、加

藤哲也、加藤俊二、深谷稔彦、野村紀代彦、権田鋹弘、

南健、今野博樹、長江正博会員。

喜 寿 の お 祝 い

鈴木　孝平 会員

古 希 の お 祝 い

石原　鈞 会員

委 員 会 報 告

◦クラブ奉仕委員会

　本日出席委員会、クラブ会報委員会、親睦活動委員

会、雑誌委員会の合同 IDMを刈谷プラザホテル２階

のレストランにて６時30分より行ないます。関係者の

皆様ご出席をよろしくお願い致します。

会 長 あ い さ つ

橋本　恭典

　今日も函館方面の話です、お付き

合いください。

　函館山の南側は断崖絶壁で道路は

ありません。道路の終点が立待岬と

言って遠くは青森県の津軽半島の山

並みや下北半島、真下に見える大森

浜の海岸線や湯の川温泉が見渡せま

す。大森浜は住宅をカットすれば、伊良湖の海岸線によ

く似ており、白い砂浜と少し沖には澄んだ海に岩礁が見

られます。岬に来る道は一方通行で車一台がやっと通れ

るだけの幅しかなく岬の200m位手前に石川啄木一族の

お墓があります。墓碑には啄木が大森浜を思い浮かべて

作られた「東海の小島の磯の白砂に　われ泣きぬれて　

蟹とたわむる」とあります。啄木は岩手県の出身ですが、

よほど函館が好きだったのか、お墓は少し住んだだけの

函館に作られています。私は立待岬に立って津軽海峡を

眺めても、歌は浮かんできませんので、函館から一番近

い本州最北端下北半島の大間のことを思い、今日はおい

しいマグロの話にもっていきたいと存じます。

　大間のマグロはNHKの朝ドラやドキュメンタリー番

組で、厳冬の荒海で一本釣りをする様子や、築地の市場

で１本300万円とか500万円で競り落とされた光景がマス

コミに登場してきます。大間には800人漁師がいて、大

半の漁師はイカとかうに漁をして生計を立てておりまし

て、こちらは比較的生計が安定しております。約100人

程の漁師がマグロ一本釣り専門です。２年間一本も釣れ

ない漁師もいれば、１週間に２－３本釣る漁師もいます。

１本平均７－80万円とすれば、ものすごい格差社会とな

ります。釣れない漁師は奥さんをパートに出し、船の真

下の様子しかわからない魚探での釣り、釣れる漁師は船

の前方相当な範囲までマグロのいる場所がわかるソナー

をはじめ、お金に糸目をつけず近代的装備が行え、その

ことでの漁獲高に差が付き、ますます格差社会は広がり

ます。

　ところで、津軽海峡のマグロは大間が独り占めしてい

るわけではなく、函館空港からしばら東に行くと戸井と

いうところがあり、「戸井マグロ」として知っているひ

とには有名です。戸井のマグロ漁は延縄漁で、平成５年

の奥尻島沖地震でマグロの漁場が大きく東のほうに変化

して以来、和歌山県勝浦の漁師の持つ延縄漁の技術を積

極的にとり入れ、最新設備を搭載した大型の延縄漁船に

よる、手際のよい延縄漁と、船上での迅速で的確な処理
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クラブフォーラム

刈谷市キャリア・スタート・ウィークについて
刈谷市教育委員会　学校教育課　指導主事

澤田佳予子 様

　昨今、「フリーター」「ニート」と

名付けられて、定職にきちんとつか

ない若者が増えていることが社会問

題として取り上げられるようになり

ました。そこには、大人になっても

社会に貢献する一人としての職業観

をきちんと持てない若者像がありま

した。

　文部科学省は、子どもたちに自らの能力・適性や興

味・関心と将来の自分の人生とを関連づけて考えさせる

教育の必要性から、これまでの「進路指導」という表現

を越えた「キャリア教育」を推進しています。

　中学校で５日間以上の職場体験を行うことを中心とし

たキャリア教育の取組を文部科学省は「キャリア・ス

タート・ウィーク」と名付けました。刈谷市は、平成

19年度、文部科学省より、この「キャリア・スタート・

ウィーク推進地域」に指定されました。本年度は、全中

学校の２年生が、５日間の職場体験に取り組みます。

　この事業において不可欠なことは、生徒を受け入れて

いただくよう地域の事業所の皆様にご理解とご協力をい

ただくことです。刈谷の未来を支える子どもたちのため

にお力添えをよろしくお願いします。

　愛知県もこのキャリア教育を重視しており、平成19年

度４月に「あいちの教育に関するアクションプラン」を

策定した中に、平成22年度までに全県下の中学生が５日

間の職場体験を実施できるようにすることを目標として

掲げています。県は、各市町で職場体験を受け入れてく

ださった事業所をデータベースに登録し、登載の許可を

得られた事業所名は、「応援団」として県のウェブペー

ジに掲載することにしています。また、応援団の認定証

を交付することにもなっています。刈谷市も、ホームペー

ジに「協力していただいた事業所名」を掲載したいと考

えています。


